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（７）活動実績が１年に満たない団体

（８）当財団から過去に助成を受けたが、未だ実施報告書を提出していない団体・事業（事業が

完了していないもの）

（９）日本に拠点のない団体

（10）財団の助成先としてふさわしくない団体・事業

３．助成額

（１）助成限度額

助成割合に限度は設けませんが、自己資金をできるだけご用意ください。

なお、「助成する基金の種類・分野・助成金額」（６ページ以降に掲載）に示されている

分野ごとに助成できる金額を上限とします。

（２）各基金からの助成額等

当財団では、一つの申請事業に対していずれか一つの分野にあてはめ、当該分野にある基

金から助成します。(複数の基金から助成する場合もあります)

また、同じ分野の基金でも、助成できる事業内容が必ずしも同じではありませんし、対象

地域が限定されているものがありますので、７ページ以降の各「基金の趣旨」「助成総額」「助

成対象地域」をよくご覧のうえ、申請してください。

４．助成金の使途

（１）助成の対象となる経費は、申請事業の実施に直接必要となる経費（下表参照）です。助成

金は助成対象事業以外の目的には使用できません。

（２）団体が存続する限り恒常的に必要とする費用（提案事業において発生する以外の人件費、

団体事務所の家賃・光熱費、パソコン等）や団体の構成員による会合の飲食費等は助成金

の対象となりません。

助成の対象となる経費

費 目 内 容

謝金 事業に必要となる団体関係者以外の外部講師などに対する謝礼金、

交通費および宿泊代など

人件費 事業を行うことにより必要となる人件費

旅費・交通費・宿泊費 事業に必要な旅費や交通費、宿泊費

消耗品費 事業に直接必要な什器・文具などの消耗品の購入費

印刷・製本費 事業に直接必要な募集案内・ポスター・パンフレットなどの印刷・

コピー費や冊子作成のための印刷製本費など

通信・運搬費 事業に必要な通信費、郵送費、宅配便代など

借料・会場費 事業実施のための会場使用料や会場設営に関わる経費、バスの借り

上げ料など

業務委託費 事業の実施に関する委託を行った際の費用

機械器具・物品購入費 事業に必要不可欠な道具や機材の購入費

その他 上記各費目以外の事業に必要な経費
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Ⅳ． 応募方法

１．応募の締切り

20１9年11月25日（月）（当日の消印有効）

※従来の締切日（１１月末日）より早くなっていますので、ご留意ください。

２．必要提出書類

（１）助成申請書

①原本と原本をコピーしたものをホッチキス留めして３部を郵送してください。

(計4部)

②また、必要事項を記入した助成申請書のデータ（Excel文書）を別途、

Eﾒｰﾙ：info@osaka-community.or.jpにて事務局宛ご送付ください。

※助成申請書（Excel文書）は、当財団のホームページhttp://www.osaka-community.or.jp

からダウンロードし、必要事項を記入して下さい。

なお、「医学医療の研究（難病対策・医療患者支援は除く）」に応募される場合、必要がある

ときは下記の各種倫理指針および個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）等を

踏まえ、事前に必要な承認を得ていることを、ホームページに掲載の該当する助成申請書の

＜倫理面への配慮＞に具体的に記載のうえ、応募してください。

〇厚生労働省・文部科学省・経済産業省 ｢ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」

（平成29年2月28日一部改正）

〇文部科学省「研究機関における動物実験等の実施に関する基本指針」

〇文部科学省・厚生労働省「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成29年2月

28日一部改正）

※助成申請書を添付ファイルで希望の方は、Eﾒｰﾙ：info@osaka-community.or.jpで事務局までご連

絡ください。

（２）助成申請書に添付する書類（各1部で可）

① 団体の定款、寄附行為、または規約等

② 団体の役員名簿

③ 最近年度の事業報告書および決算報告書

④ 団体が実施した事業を紹介する写真、パンフ、新聞・雑誌の記事コピー等（同様の事業

をこれまでに実施したことがある場合）

⑤ 助成金を充当したい経費の見積書あるいは価格表等。（事務局や選考委員がそれらの価格

の妥当性を判断するために必要です。）

なお、2019年度に助成を受けた団体が、2020年度も引き続き助成を申請する場合は、

その申請の前に、必ず2019年度助成事業の実施報告書を提出してください。申請時点で

2019年度助成事業が完了していない場合は、現状までの活動状況をＡ４用紙1枚に箇条書し、

添付してください。
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３．申請書の作成および送付時の留意事項

申請書の記入および送付時には、以下の点にご留意ください。

・申請書は、添付資料を除き、当財団指定の様式（Excel文書）を使用してください。

※印刷した際に、記入した文章が枠内に収まっているかどうか、必ず確認してください。

・申請書の記入にあたっては、必ず記入要領をご覧のうえ、作成してください。

・同一年度の１団体からの申請は1件です。（複数の申請はできません）

・ご提出いただいた「助成申請書」および添付する必要書類は、一切返却いたしません。

・控えとして、お手元に申請書のコピーを必ず保管しておいてください.。

Ⅴ． 審査・選考

１．選考方法

選考委員会において下記選考基準に基づき、厳正かつ公平に審査・選考を行い、2020年3月

に開催する理事会において、最終的に助成先および助成金額を決定します。

２．選考基準

以下の5項目を勘案して、総合的に判断します。

項 目 ポイント

（１）事業の必要性・公益性 ・社会からのニーズや緊急性が高い事業か

・なぜその問題に取り組まねばならないかが明確か

（２）事業の独創性・先駆性 ・これまでにない新しい取り組みか

・従来にない新しい視点や発想、手法が盛り込まれているか

（３）事業の実現可能性 ・事業の内容や方法は妥当か

・事業のスケジュールや実施体制は妥当か

（必要に応じて他団体等との連携をとっているか）

（４）費用、予算の妥当性 ・事業の内容に見合った経費見積りかどうか

・単価は妥当か

・助成の費用対効果は高いか

・事業に係る収入見込みは妥当か

・適切な水準の受益者負担を徴収するようにしているか

（５）事業の波及・発展性 ・一過性の事業でなく、事業の拡大や継続性、波及効果が期

待できるか

・助成を受けることで、団体や事業の発展が見込めるか

３．選考結果

選考の結果は、決定後直ちに申請者（代表者）に文書で通知します。なお、採択・非採択の理

由等に関する問い合わせには一切応じられません。
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４．助成金の支給

採択結果の通知後、振込先確認等の手続を経て、2020年4月下旬に支給する予定です。なお、

助成金の支給に先立ち、４月中～下旬に助成金目録贈呈式を開催いたします。

Ⅵ．その他留意事項

１．事業の実施報告

助成対象事業終了後3ヵ月以内に報告書を提出していただきます。この報告書の提出がない

場合、助成金を返還していただきます。なお、事業の終了以前にも実施状況について報告をい

ただく場合があります。事業実施報告書の要件や様式については、３月の採択結果通知時にあ

らためて連絡いたします。

２．助成金の返還義務

次の場合は、助成金の全部または一部を返還していただきます。

（１）助成金を、対象事業以外または対象経費以外に使用したとき

（２）実施報告書を提出しなかったとき

（３）助成した事業が中止、あるいは助成期間終了後、費消されていない助成金があるとき

（４）申請書提出時の計画から大幅に変更になるときや、変更により所期の成果が達成されない

とき

３．個人情報の取扱い

ご提供いただいた個人情報は、当財団の業務遂行上必要な範囲に限定して利用します。

また、上記目的および法令等の定める場合を除き、事前に申請者本人の同意を得ることなく、

個人情報を第三者に提供いたしません。

※ 申請書の提出先およびお問い合わせ先

〒540­0029 大阪市中央区本町橋２－８ 大阪商工会議所ビル５階

公益財団法人大阪コミュニティ財団 事務局

勝山、鱧谷

TEL ０６－６９４４－６２６０ FAX ０６－６９４４－６２６１

E-mail：info@osaka-community.or.jp
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助成する基金の種類・分野・助成金額

大阪コミュニティ財団は、寄付者のお志や目的に添った様々な基金を受け入れています。

このうち今回、助成を公募する基金は次のとおりです。

助成の対象地域は、対象地域の指定の記述がない限り、日本全国・海外が対象となります。

助成対象となる事業は、非営利団体等（団体の法人格の有無は問いません）が、2020年4月

1日から2021年3月31日までの間に実施を予定している事業です。

なお、助成割合に限度は設けませんが、自己資金をできるだけご用意ください。

Ⅰ. 分野別助成募集総額

　

　【基金の種類】　一般基金　  　　 ８,０６７,０００円

　　　　　　　　　　   一般基金とは、基金設置者が助成対象分野を財団に委ねている基金です。

                                   （今回は※印の５分野に助成）

　　　　　　　　   分野別基金　　６２,４９６,０００円

　【助成分野・金額】

助成金額（円）助成分野

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

医学医療の研究、難病対策・医療患者支援 

青少年の健全育成※ 

社会教育・学校教育の充実 

芸術・文化の発展・向上※ 

開発途上国への支援 

環境の保護・保全※ 

地域社会の活性化※ 

災害復興活動支援 

動物の保護、訓練、支援活動 

健康増進、健全育成の支援 

公益法人の振興・発展 

社会福祉の増進 

多文化との共生※

７,４０１,０００

２,５５０,０００

（※別途一般基金による助成あり）

４,０２０,０００

２,５５０,０００

（※別途一般基金による助成あり）

４,２２０,０００

３,１９５,０００

（※別途一般基金による助成あり）

※一般基金による助成のみ

２１,６００,０００

１,０００,０００

１,２４０,０００

１００,０００

１４,６２０,０００

※一般基金による助成のみ

６２,４９６,０００合          計
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Ⅱ. 分野別・基金別助成募集額 （「基金の趣旨」は基金設置者の申込みの表現を採用しています。）

　

１．【一般基金による助成】

　２．【分野別の助成】

(1)医学医療の研究、難病対策・医療患者支援

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

大阪コミュニティ基金

柏岡精三記念基金

大阪信用金庫ふれあい
スマイル基金

だいしんビジネスふれあい
スマイル基金

匿名基金NO.22

ばんちゃんさわやか基金

碑文屋膳蔵真中屋基金

鷲澤孝子難病助成基金

大阪エイズ対策基金

斉藤坂江・操ガン研究基金

晴河基金

森重利信癌研究基金

森永琢也基金

肺結核撲滅運動基金

医療被害者支援基金

広汎性発達障害者支援基金

タケイ基金

Sawako基金

木原隆がん基金

木原満智子眼医療基金

人工透析患者対策支援基金

ダウン症赤ちゃん体操普及基金

谷口順一郎肺結核撲滅運動基金

ばばちゃん基金

大内典明・惠子医療基金

NPO法人日本アトピー協会
ささえあい基金

難病研究

エイズ対策活動

がん研究助成

新生児医療の研究

がん研究助成

小児疾患の研究助成

肺結核の撲滅

医療被害者を支援する活動

広汎性発達障害者の早期発見、
特別支援教育、就職支援

がん研究助成

難病、とくに多発性硬化症の
研究・啓蒙活動

がんに関するシンポジウムな
ど、がん医療を支援する活動

視覚障がい者の支援

透析患者に対する支援活動

ダウン症乳児の育児支援

肺結核の撲滅

がん患者やがん医療を支援
する活動

がんや難病治療に関する研
究及び患者支援

アレルギー諸疾患に対して
学会の治療ガイドラインに
沿った活動を支援
（申請される団体は、申請書
5Pの「20団体の活動目的｣
欄に、学会および治療ガイド
ラインの名称を記入願います）

〇青少年の健全育成を図る
活動

〇多文化との共生を図る
活動

〇地域社会の活性化を図る
活動

〇芸術・文化の発展向上を
図る活動

〇環境の保護・保全を図る
活動

大阪府

大阪府

1件50万円まで

1件100万円まで

1件50万円まで

1件100万円まで

1件20万円まで

7,000 

1,000,000 

700,000 

250,000 

6,000,000 

100,000 

10,000 

150,000 

500,000 

100,000 

20,000 

50,000 

100,000 

10,000 

200,000 

15,000 

500,000 

6,000
 

1,000,000 

500,000 

2,000,000 

200,000 

200,000 

350,000 

500,000 

1,000,000 
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(2)青少年の健全育成

大阪府

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

④

江田直介・静子健やかな青少年
育成基金

レイク夢・未来・ユース基金
（関与）

西川真文・睦栄基金

石黒美代子・まさみ　青少年育
成基金

青少年の健全育成

青少年の健全育成
（文学・スポーツ）

青少年の健全育成

将来の社会を背負う青少年
の育成

1件50万円まで2,000,000 

200,000 

100000

250,000

(3)社会教育・学校教育の充実

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

④

⑤

⑥

緒方弘文・信子基金（関与）

アジア奨学基金

伊藤昇基金

商業界女性ゼミナール基金

大阪府教員研修のための梶本
基金（関与）

トップデータサイエンティスト
育成基金

国内外の恵まれない子どもた
ちの教育振興・教育基盤整備

アジアからの留学生に奨学金
を支給

教育の支援

女性起業家（企業家）を育成
する事業

大阪府内の先生方の研修事業

統計やデータサイエンティ
スト教育支援

1件100万円まで

1件100万円まで

1件100万円まで

300,000

 
200,000

 
20,000

 
800,000

 
2,500,000

200,000

枚方市及び
その周辺地域

(4)芸術・文化の発展・向上

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

④

⑤

⑥

木内秀雄賞基金

匿名基金NO.６

片山千歳古典芸能振興基金

竹井利子謡曲・狂言基金

小宮林書道基金

石黒美代子・まさみ
芸術文化基金

文学・美術・演劇・音楽・
舞踏の分野で優れた業績を
あげた方を顕彰
文化施設、絵画美術品等の
破損保護及び文化芸術活動
に対する援助

古典芸能の振興

謡曲・狂言の振興

書道の振興

将来の芸術文化発展を支援

500,000 

100,000 

1,000,000 

500,000 

200,000 

250,000

中国・内モンゴル

アジア

ネパール､カンボ
ジア､ミャンマー､
アフガニスタン､
ウガンダ､ケニア

東南アジア、
アフリカ

(5)開発途上国への支援

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

④

⑤

君江蒙古草原文化基金

がっこう基金

Koto Syoko,　JAPAN基金

ストリートチルドレン等救済
基金

葵 漆畑基金

日蒙相互の文化交流の支援

アジアにおける学校建設や
運営支援

恵まれない子どもたちへの
教育・生活・医療支援など

東南アジア及びアフリカの
虐げられている子どもたち
への救済活動

開発途上国や紛争地で活動
する団体の事業を支援

30,000 

2,000,000 

90,000 

2,000,000 

100,000 
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1件100万円まで

大阪

和泉市

近畿２府４県

大阪

(6)環境の保護・保全

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

三菱電機ビルテクノサービス・
エコロジー基金

和泉市水仙基金

ＮＴＴ自然環境保護基金

エルコミュニティ基金

一夫フラワー基金

RE地球再生RE-EARTH基金

大輪会ふれあい基金（関与）

谷口公代環境基金

森田千里雄環境保護基金

環境問題に関する寄付講座
の提供

自然環境の保全

自然環境の保護

環境の保護

緑化・環境改善

地球環境の保護・保全

「自然と人間の共生」の理念
に沿った、花・緑・水に関
する事業

森林等緑の保全

環境の保護保全

100,000
 

700,000 

100,000 

5,000 

10,000
 

10,000

 
2,000,000

 
70,000 

200,000

(9)動物の保護、訓練、支援活動

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

① 谷口公代動物基金

飼育放棄された可愛そうな
犬、猫及び小動物の保護活
動を実施している団体の活
動を支援

1,000,000

(10)健康増進、健全育成の支援

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

原っぱ基金

大阪スポーツ振興基金

石本記念デサントスポーツ振興
基金

スポーツ少年のための原っ
ぱ確保

スポーツ文化の振興、健康
・体力づくりの支援

地域の草の根的なスポーツ
活動を応援

40,000 

200,000 

1,000,000 

〇分野1で過去3回
助成を受けている
団体は申請できま
せん。

〇分野1と分野2を
あわせて助成総額
は2,100万円まで

福島､宮城､岩手

西日本

(8)災害復興活動支援

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

④

東日本大震災及び原発災害から
の復旧・復興活動等支援基金

東日本大震災復興基金

大内典明・惠子災害復興支援
基金

匿名基金No.23

分野1：東日本大震災及び
原発災害によって被害を受
けたコミュニティの再生、
復活を目指す活動

分野２：東日本大震災及び
原発災害からの復旧・復興
活動

東日本大震災復興支援

自然災害による被災地の子育て
中の母親や青少年の育成支援

大阪の地震災害をはじめ西
日本災害の一助になれば

1,000～
1,500万円
（1件500万
円まで）

600～
1,100万円
（1件100万
円まで）

20,000 

500,000 

80,000

近畿２府４県

－9－



1件100万円まで

(11)公益法人の振興・発展

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

① 清文社基金
財団、社団など公益法人に
関する調査・研究

100,000

和泉市

伊丹市を中心
とする兵庫県

大阪府､奈良県

大阪府池田市

(12)社会福祉の増進

基金名 対象地域 助成総額 備考基金の趣旨

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

義行、登志子親子基金

山崎ハナ･千太郎･文子子供基金

鈴木フサ交通遺児福祉基金

佐藤秋子・佐藤彰一
Home Sweet Home基金

ケンコー基金

谷田基金

和泉市水仙基金

ひかりの素足基金

吉岡徳子社会福祉基金

スミエしあわせ基金

匿名基金NO.20

黒瀬静子記念基金

かけはし基金

綾子福祉基金

日産化学大阪福祉基金

秋田佳津さする庵基金

秋田佳津ザンマイムイ基金

知的障害児支援基金

山口淑子友愛基金

えがお基金

ありがとう初基金

谷口淑子子ども支援基金

大内典明・惠子子ども基金

明るい未来ひろ基金

交通遺児や恵まれない子ど
もたちの支援

恵まれない子どもたちの支援

交通遺児を支援する活動

独居老人の訪問看護など高
齢者対策

高齢者対策の充実

独居老人の支援

心身障がい者・障がい児への
福祉

身障者のための福祉活動支援

社会福祉

社会福祉

子どもの虐待防止と救済

恵まれない子どもたちの支援

親を失った子どもたちの自
立を支援する活動

心身障がい児を支援する事業

社会福祉・身障者福祉活動

恵まれない子どもたちに対
する支援

高齢者の福祉支援

知的障がい児への支援

社会福祉の増進

お年寄りや青少年のための
施設や病院、ボランティア
活動への支援

障がい者への教育支援

親を亡くした子どもたちの支援

経済的な理由で機会が失わ
れようとしている子ども達
の学習・自立支援

恵まれない、又、障害のある
子どもたちの支援

1,000,000 

100,000 

500,000 

300,000 

50,000 

5,000 

500,000 

25,000 

50,000 

10,000 

30,000 

250,000 

300,000 

50,000 

200,000 

100,000 

50,000 

1,000,000 

8,000,000 

100,000 

400,000 

100,000 

1,000,000

500,000 

－10－



1



2



3



4



5



6



（
別

紙
）

※
「

１
２

．
事

業
の

収
支

計
画

（
２

）
支

出
」

に
記

載
す

る
人

件
費

算
出

の
根

拠
に

つ
い

て

氏
名

①
契

約
形

態
②

時
間

単
価

 
③

提
案

事
業

の
従

事
時

間
数

人
件

費
 ②

×
③

 
役

割
・

業
務

内
容

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0 0

←
※

「
１

２
．

事
業

の
収

支
計

画
（

２
）

支
出

」
に

記
載

す
る

人
件

費
の

金
額

と
一

致

↑

自
動

計
算

さ
れ

ま
す

　
　

　
　

・
「

②
単

価
」

は
、

時
間

給
の

場
合

は
時

間
単

価
、

日
給

及
び

月
給

の
場

合
は

時
間

単
価

に
割

り
戻

し
て

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
　

　
　

　
≪

例
１

．
日

給
５

,７
０

０
円

、
実

働
７

時
間

の
場

合
、

５
,７

０
０

円
÷

７
時

間
≒

８
１

４
円

（
小

数
点

以
下

は
切

り
捨

て
）

≫
　

　
　

　
　

　
≪

例
２

．
月

給
２

３
０

,０
０

０
円

、
１

か
月

平
均

の
勤

務
日

数
２

１
日

、
１

日
の

実
働

７
時

間
の

場
合

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
２

３
０

,０
０

０
円

÷
２

１
日

÷
７

時
間

≒
１

,５
６

４
円

（
小

数
点

以
下

は
切

り
捨

て
）

≫

合
　

　
　

　
　

　
計

　
　

（
注

）
「

本
財

団
の

助
成

金
を

充
て

た
い

費
目

」
の

人
件

費
欄

に
○

を
つ

け
た

場
合

の
み

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

 　
　

  
 （

雇
用

関
係

に
あ

る
場

合
は

、
人

件
費

と
し

て
計

上
し

、
講

演
会

や
イ

ベ
ン

ト
等

で
一

時
的

に
支

払
う

場
合

は
、

謝
金

と
し

て
計

上
し

て
く

だ
さ

い
。

）

　
　

　
　

・
提

案
事

業
の

事
業

計
画

や
内

容
を

加
味

し
て

、
事

業
実

施
に

必
要

な
人

件
費

の
み

を
算

出
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

　
　

　
  
（

過
大

な
人

件
費

が
計

上
さ

れ
な

い
よ

う
、

全
体

の
事

業
計

画
を

よ
く

吟
味

し
て

算
出

し
て

く
だ

さ
い

。
）

　
　

　
　

・
提

案
事

業
に

従
事

す
る

方
の

氏
名

が
未

定
の

場
合

、
氏

名
欄

は
空

欄
に

し
て

く
だ

さ
い

。

　
　

　
　

・
「

①
契

約
形

態
」

欄
は

、
時

間
給

、
日

給
、

月
給

の
な

か
か

ら
、

プ
ル

ダ
ウ

ン
で

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

　
　

　
　

・
就

業
規

則
や

給
与

規
程

な
ど

、
人

件
費

の
算

出
根

拠
が

分
か

る
規

程
も

し
く

は
支

給
基

準
を

添
付

し
て

く
だ

さ
い

。




	
	空白ページ
	ai-P6-10(0828).pdf
	空白ページ

	ai-P6-10(0828).pdf
	空白ページ

	
	空白ページ
	空白ページ





